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報告１  中小企業・農業分野における緊急対策事業について
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～１２件が緊急保証制度認定～ 
 

原油高に加え原材料価格の高騰や仕入価格の高騰を転嫁できない中小企業者

の資金繰りを支援するため、昨年１０月３１日より国において、「原材料価格高

騰対策等緊急保証制度」が実施されており、町では、円滑に認定が受けられるよ

うに、町商工会と連携し継続的に実施しているところです。 

平成２１年２月末現在、町内中小企業者からの申請及び認定件数は、１２件と

なっており、２月２７日からは、年度末の資金繰り対応等を踏まえ、対象指定業

種が７３業種追加され、全体で７６０業種となっています。 

中小企業分野  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

～資材価格高騰に耐えうる生産体制づくりを支援～ 

 

肥料及び燃油の価格高騰が農家経営を圧迫しており、生産コストの低減に向け

た燃油・施肥低減技術の導入を進めることが急務となっていることから、国は施

設園芸用燃油の使用量又は化学肥料の施用量を２割以上低減する農業者グルー

プに対し、燃油費又は肥料費の増加分の７割を助成する「燃油・肥料高騰緊急対

策」を実施しています。 

町では、この制度に基づき、事業実施者である成田市

農業協同組合等と連携を密にし、農業者へこの制度の周

知を図り、農業生産活動における、コスト低減体系への

転換を促進し、資材価格高騰に耐えうる生産体制づくり

の支援を行いました。 

農業分野  
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報告２ 国営かんがい排水事業「印旛沼二期地区」について 
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昭和３０年代から４０年代にかけ、印旛沼干拓事業・印旛沼開発事業が行われまし

た。その後、４０年以上が経過し、ポンプの故障や用水路の破損等が、近年多発して

います。また、都市化の進展により、過去に水田であった地域が住宅地に変わり、用

水管が宅地に隣接する区間や住宅地の中を通る場所も存在するようになり、その結

果、施設機能の低下とあわせ、安全性が憂慮されているところです。 

 

 

 

これらの問題に対処するため、国、千葉県、印旛沼地区農業農村整備事業推進協議

会（市町村・土地改良区）において、印旛沼二期事業計画や循環かんがいシステムに

よる印旛沼の水質保全等の検討、協議を重ねてきております。 

現在の事業計画予定としましては、平成２２年度から３０年度を目途に、４市２町

２村（成田市・佐倉市・八千代市・印西市・酒々井町・栄町・印旛村・本埜村）にま

たがる、受益面積４，９５０ヘクタールで、揚排水機場、用水路、排水路整備事業な

どをその事業規模に応じて国営事業、県営事業及び団体営事業として施行して行く予

定となっています。 

今後、それぞれの事業に 

おける、国、県、市町村及 

び農家の負担が生じてまい 

りますが、この負担などを 

含め、将来の農業を見据え、 

対応していきたいと考えて 

います。 

 

 

 

 

 

 

※事業の詳細は産業課にお問い合わせいただくか、印旛沼土地改良区のホームページでもご覧いただ

けます。 
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報告３  酒々井南部土地区画整理事業について 

 

ＵＲ 
都市再生機構 

 
 
 
 
 

都市再生機構が行う酒々井南部土地区画整理事業の事業認可が、

平成２０年１２月１５日付で取得されました。昨年１２月議会終了

後の認可取得となりましたので本議会に報告します。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
事業認可を取得したことにより、都市再生機構は土地区画整理法第７１条の

４の規定により、土地区画整理審議会を設置するための審議会委員の立候補通

知を権利者に平成２０年１２月２２日付けで、権利者各位に通知したとの報告

を受けています。なお、立候補者の数が定数を超えた場合は、選挙の投票及び

開票の日程は、平成２１年３月２９日とのことですが、委員の定数を超えない

場合は、投票を行わない旨の公告を行うことになります。 
 また、来年度以降は、平成２４年度末の換地処分を目指し、順次工事を進め

る予定と聞いています。 

  

 
 
 
[目的] 
成田国際空港に近接する地域特性と現在整

備中の酒々井ＩＣに近接する立地条件から、公

共施設の整備および宅地の利用増進を図り、町

の新しい拠点となる新産業団地を形成します。 

 

[土地利用計画] 

地区西側の町道尾上飯積線沿いに「一般住宅

用地」を配置し、中央部、北部および南部に「計

画建設用地」を配置しています。 

 なお、中央部については、地区の核となる施

設の立地を考慮し、大規模街区としています。 

 
計画建設用地 

(北部) 

計画建設用地 
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